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概要 

通常の学級にも在籍している発達障害や軽度知的障害をはじめとする様々な障害等により特別の支援を必要とする児童生徒が授業にお

いて学習活動に参加している実感・達成感をもちながら学び、生きる力を身に付けていくことができるよう、児童生徒の学習上又は生活上の

困難を理解し、個別の教育的ニーズに対して、他の教員や関係機関と連携しながら組織的に対応していくために必要な知識や支援方法を

理解する。授業の後半では、学生らが主体的に実践的知識を習得することを目的として彼らに協同学習を展開させ、特別な配慮を要する

児童生徒の理解と支援のあり方を学び合う機会を設ける次第である。 

到達基準 

今日の教育現場で起こっている様々な課題を子どもの発達段階に応じて理解し、支援方法について学ぶことは、将来、子どもの教育的支

援に関わる仕事に携わる者にとって必要不可欠である。本授業では、特別な配慮を要する児童生徒に関する基礎的知識の習得を目指す

と共に、彼らへの適切な支援を組織的に行う際に必要な知識や態度、方法を学ぶ。 

授業内容 

第1回：特別支援教育・インクルーシブ教育／特別な教育的ニーズに着目して 

第2回：知的障害・発達障害・視覚障害・聴覚障害・肢体不自由・病弱の理解 

第3回：通級での指導及び自立活動／SST・CBTに着目して 

第4回：個別の教育支援計画・個別の指導計画・特別支援教育コーディネーターの役割 

第5回：グループディスカッション①（特別な支援を要する児童生徒の理解を考える） 

第6回：グループディスカッション②（特別な支援を要する児童生徒の支援を考える） 

第７回：第5回・6回を踏まえたワールドカフェ方式による協同学習 

（特別な支援を要する児童生徒の理解と支援に関する発表） 

第8回：第1回〜7回に関するまとめ及び、定期試験 

履修条件・関連項目 

テキスト・教科書 

参考書 

中学校学習指導要領．高等学校学習指導要領．生徒指導提要 

成績評価の方法 

平常点評価（40％）授業での積極的な発言、グループディスカッション等での発言など積極性を評価する。定期試験評価（60%）。 

オンライン教育における成績評価方法は、すべての出席を前提としています。評価の割合は以下の通りです。毎回の小レポートを含む平

常点30％、課題20%および課題レポート 50%で評価します。 

教員からの一言 
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